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１．研究計画の概要 
東北タイはタイで最も貧しい地域とされて

おり、農家の平均所得はバンコクの所得の約
1/4に過ぎない。そのため多くの農民が、農業
所得の充足のために、乾季や雨季の農閑期に
バンコクなどへ出稼ぎを繰り返す生活を送っ
ている。農業の低生産性から生じる悪循環を
打開し農村生活を改善するためには、土壌条
件のみならず、水利用、栽培技術および農業
経営などの総合的な調査に基づき、集約的な
農業生産を営む必要がある。 
本研究は、東南アジア地域に広がる天水田

地域において、乾季の水田利用の改善による
雨季の水稲収量増加法を構築するため、東北
タイの農村を研究対象として実施される。研
究のゴールは、乾季の土地利用の向上と雨季
の稲作収量との関係を明らかにし、これが農
村の経済改善に対し有効かどうか、社会経済
的な総合評価を行うことである。 

 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題は、大別して 3 部からなる。第
1 は、圃場での試験を中心とした栽培試験部
門である。第 2 は、技術普及のための農村の
構造や農業経営の実態を明らかにする社会
経済部門である。第 3 に、乾季作導入の前提
条件となる、用水賦存量の特定と、水利用実
態とを明らかにする水文部門である。 
  
1) 乾季作－雨季作の輪作体系の確立 
雨季作稲の栽培試験を 2009 年に開始した。

非感光性品種 RD33 を用い、籾殻薫炭及び窒
素肥料を組み合わせた、対照区を含む７区を
設定した。生育過程において、各区の地上部
FWおよびDWを測定し、収穫時にはC/N比、
収量、収量構成要素を測定した。また、各区

の収量から乾燥指数を算出した。さらに移植
前と収穫後の土壌を 15センチ刻み 75センチ
深まで 5 区分採取し、土壌 pH と EC,NO3、
C/N 比を測定した。この結果、薫炭区の生育
の優位性が観察された。 
水稲後の乾季作の作付けは 2009 年度から

開始し、エダマメ、落花生等マメ科作物を、
水稲収穫後の 12 月字中旬に播種、これを
2010 年 3 月に収穫した。処理区は無施肥区、
モミガラ薫炭施用区、消石灰施用区および化
学肥料施用区の組み合わせである。この結果、
薫炭および消石灰施用区は他の区に比べて
有意に収量が大きく、特に薫炭施用区はすべ
ての区に比べて最も収量が大きかった。 
次に、ピーナツ収穫後、緑肥作物であるマ

メ科ナタマメの作付けする区（有無）を設定
し、その後、水稲を、処理区（籾殻薫炭施用
の有無、N 肥料低減区）の組み合わせと無施
肥区および標準区（化学肥料施用区）で作付
けした。この結果、イネの収量は薫炭施用区
で有意に無施肥区より大きく、さらに薫炭と
緑肥としてのナタマメを水稲前に作付けす
ることによって標準区に比べて約 30％程度
化学肥料を低減させることができた。 
また、ピーナツの地上部残渣は水稲収量に

影響せず、緑肥効果はなかった。乾季作のピ
ーナツ地上部残渣は次作の水稲収量を 10％
以上増加させるとの研究報告があるが、N 成
分の溶脱を考慮すると、すき込み適期が決定
されることが明らかになった。輪作圃場にお
ける雨季水稲作試験では、薫炭施用はピーナ
ツおよび昨年同様水稲の収量増が確認され
た。緑肥作物としてのマメ科ナタマメ栽培は
水稲の収量を増加させる効果があった。 

 
2) 乾季作導入のための社会経済条件 
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天水田稲作地帯に調査村（総農家数約 180
戸）において、乾季の農家の活動実態を聞き
取った結果、高齢農家は乾季に何の就業もし
ておらず子らからの送金に頼る傾向がある
こと、親世代が 50 歳代で 2 世代居住してい
る世帯では、親世代が農業を、子世代が村
内・近隣村での非農業就業をしていることな
どの傾向が認められた。また、同上の調査村
には、11 戸の水稲二期作農家、5 戸の水稲裏
作（ピーナッツ）農家がいる。この 16 戸に
ついて、各作物の収益性を調査した結果、落
花生の種子が高く、販売価格が低いことなど
から、乾季水稲作に比較すると落花生の収益
性が低いこと、収益性の改善のためには、栽
培技術の向上が必要であることが明らかに
なった。また、村の労働力人口と家族形態・
家族数から、乾季作導入が見込まれる農家世
帯の特徴を特定した。 
 次に、乾季作物を普及する予定の農村にお
いて、1)過去 2 ヵ年の水田土地利用および収
量、2)リスク対処行動、について聞き取り調
査を実施した。この結果、当該村はコメの収
量からみると大きく３地域に分けることが
できた。また、農家は販売用のうるち米
KDML105 と自家飯米用としてもち米 RD6
を作付しているが、複数の圃場を持つ農家に
おいて、土壌条件、圃場までの距離、家族数
などを考慮しつつ水田の土地利用を決定し
ていることが示唆された。リスク対処行動で
は、農業所得が半減すると想定した場合 65%
の農家は消費支出、特に飲食費を切り詰める
考えを持っていることが明らかになった。 
 
3) 天水稲作地帯における地下水の賦存状況 
天水田稲作地帯における深井戸（30m）の

地下水利用の持続性評価を行うため、地下水
位の変動特性、動水勾配および、地下水質に
ついて調査分析を行った。その結果、地下水
位変動に関しては、雨季に地下水位は上昇し
続け、雨季の終了期から乾季の開始期にかけ
て高い地下水位が維持され、その後、低下す
ることが明らかになった。また、地下水位の
変動幅は最大で 1.5m 程度であった。なお、
乾季の地下水位変動より、乾季水稲作による
影響と考えられる急激な地下水位低下が複
数回観測された。地下水位の動水勾配に関し
ては、観測した井戸 16 基のうち、比較的高
位部にある 13 基の井戸の動水勾配はほぼ平
行であったが、低位部にある 3 基の地下水位
は高位部と比べて約 2.5m 低いことがわかっ
た。このことから、高位部と低位部は地下水
帯が異なる可能性があることが示唆された。 
 地下水質に関しては電気伝導度（EC）が
30～80mS/m、PH は 7.0 程度であり、灌漑
水としては良好であることが示された。なお、
井戸の標高と地下水 EC の間に相関は見られ
なかった。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
初年度は、タイ国の政治情勢が不安定であ

ったために、圃場での作付け試験を十分に行
なうことができなかったため、農村実態調査
を中心に実施した。2 年目以降からは、問題
は全くなくなり、圃場試験及び地下水調査を
本格的に始めており、現在まで研究は順調に
進捗している。 
  
４．今後の研究の推進方策 
試験圃場における輪作体系の確立におい

ては、引き続き雨季－乾季作の作付けの体系
作成を収量および土壌の化学性と物理性か
ら検討する。また、技術情報の伝達について
の農家間のネットワークや、村の農業リーダ
ーとその他の農家との社会関係を中心に明
らかにするともに、新技術についての農家の
意向調査を実施する。さらに、雨季の降雨や
乾季作における水利用に対する地下水の応
答を明らかにし、現状の地下水利用の持続可
能性について分析・評価を行う。 
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